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六甲山自然案内人の会六甲山自然案内人の会六甲山自然案内人の会六甲山自然案内人の会    

    

実施日：平成２７年６月１３日（土） 

天気：晴れ時々曇り 

担当：５班 

テーマ：神戸の背山と連理の木を訪ねる 

参加人員：ビジター５２名 会員１８名 合計７０名 

コース：諏訪山公園～ビーナスブリッジ～錨山～市章山～猩々池～大師道～諏訪山公園 

配布資料：ルートマップ 植生一覧表 

タイム：     ９：３０ 挨拶 ルート説明 班分け 

         ９：４０ 出発 

         ９：５０ 諏訪山公園 子供の園 

        １１：００ 連理の楠 

        １１：３５ 錨山 

        １１：４５ 市章山 

        １２：００ 明治天皇御製歌碑 （昼食） 

        １３：３０ 猩々池 

        １５：００ 諏訪山神社 （解散）  

概要： 

 うす雲は広がっているものの梅雨の合間の晴れ日。多くのビジターさんの参加と湿度の

高さによる熱中症に気をつけなければ、と気を引き締めながら集合場所へ向かった。 

 予想どおり、９時を過ぎた頃から続々とビジターさんが集まり始め、遅れて参加された

方を含めると５２名となったため、３班に分ける予定のところを急きょ４班に分かれてい

ただく。それぞれの講師は、１班堀池会員、２班仁科会員、３班林会員、４班福本会員。 

 長谷川会員を先頭にスタートするが、私が補佐役で付いた１班は１５名という多人数で

長い列である。後方のビジターさんは説明が聞きづらく退屈されないかと心配したが、 

熱心な方ばかりで皆さん終始興味深げに観察されていた。 

 スタートしてすぐ、諏訪山公園内の子供の園が諏訪山動物園だった当時の、象の諏訪子

と摩耶子のエピソードを長谷川会員が説明する。 

 ビーナスブリッジを渡り、１１時に連理の楠の下に全員が集まったところで、堀池会員

が連理の説明をする。２本のクスノキの枝が一本につながっている状態を見るのは初めて

の方が多かったようで、みなさん熱心に話を聞いておられた。 

 しかし、そこから錨山～市章山～明治天皇歌碑まで長い登り道が続き、しんどそうな人

が数名見られるようになってきたので、水分を摂っていただくよう声掛けをしながらビジ



ターさんの様子に注意をする。 

 予定通り１班は１２時に昼食場所の明治天皇歌碑前に到着したが、後続の班は１５分ほ

ど遅れ、そのぶん昼食時間が短くなってしまった。午後のスタートをせめて１０分でも遅

らせれば良かったと反省。 

 １３時ごろ、二本松林道に入る。ここからは、歩きやすく気持ちの良い林道が続き、二

ガイチゴの実を試食したりしながら、ゆったりと観察する。 

 猩々池のほとりで小休止。手の届く枝にモリアオガエルの卵がいくつか付いていたので、 

そっと触らせてもらい感触を確かめる。 

 大師道を下り、全員無事に予定の１５時に諏訪山神社にて解散。 

 

報告者  友永 宏子 

  



 

 

                      


